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総評 
今年度の収入面（収支決算報告参照）では、イベント広場利用料において企

業・市民団体の利用が多かったため、平成２４年度に対し増となった。支出面

では光熱費において、昨年節電対策を行っていたため、今年度は増となった。 
運営管理面では、各施設共に経年劣化が激しく大型修繕が必要な箇所が多い。 

今後も横浜市と協議し、早期の修繕に努めていく。 

 
平成 25 年度実施事項 
・国道 357 号橋梁桁塗装工事 
・客船ターミナル外壁改修塗装工事 
・築山３５７号国道駐車場鉄門扉修繕工事 
・国道下女子トイレ改修工事 
・防波堤手摺改修工事 
・津波警報伝達システム建替え工事 
・客船ターミナル前段差修繕工事 
・客船ターミナル自動扉修繕工事 

 
今後の大型修繕項目 
・汚水ポンプ場の電気設備等の更新 
・親水池のろ過設備の更新 
・客船ターミナルのガスヒーポンの修理及び交換 
・各公共トイレの美観整備 
・イベント広場照明の更新 

 
また、平成 25 年度の主な提案事業として、通年を通し実施した「体験教室 in

八景島」を初め、｢第 13 回八景島あじさい祭｣「八景島 市民協働緑地化計画」「い

きいきフェスタ」などを行い、利用者満足度の向上を図った。 

 
基本業務 
１．緑地管理業務 
  日々の緑地の管理に加え、島内緑化計画、バラ園の維持管理、あじさい祭

に対するあじさいの整備などを実施した。 
２．清掃業務 
  日々の清掃業務に加え、繁忙期には増員清掃を行い、常に島内の美観維持

に努めた。 
３．施設保守管理業務 
  日々の巡回による不具合の早期発見、早期対処に努め施設の維持保全に努



めた。 
４．汚水ポンプ場に関する業務 
  定期的な日常点検及び週間点検を実施。 
５．さん橋の管理に関する業務 
  日々の日常点検および、月 1 回の特別点検を実施。 
６．自家用電気工作物保安管理業務 
  月 1 回の点検を行い異常は見受けられない。 

 
 
事業計画目標数値 

・入島者数   目標 ４，１００，０００人 

        実績 ４，０９５，０００人 

・利用料金収入 目標 ４，０００，０００円以上 

         実績 ５，１２４，００１円 

 
入島者数については、前年より+４％になったものの、目標に対しては１６万

人ほど到達しなかった。要因として、２月に積雪のため、営業時間を縮小した

日数があり、交通機関も麻痺したため、数字が大きく下がった。今後は天候な

ど予想外なことを想定し、繁忙期・通常期など今まで以上に多く来て頂き、目

標入島者数に到達するように、横浜・八景島シーパラダイスと連携して、集客

に繋がる施策を行っていく。 
利用料料金収入においては、イベント広場使用料にて企業団体イベントが多

く入ったため、増となった。他に緑地使用料、緑地内撮影料の発生が影響して

いる。今後も横浜・八景島シーパラダイスと連携した告知活動を行い、より多

くの市民の方に八景島指定管理者貸出領地を使用して頂くように努める。 

 
第二期指定管理が事故等なく無事に３年目を終えることができた。引き続き、

横浜・八景島シーパラダイスと連携を行い、より多くの市民の方にとって身近

で居心地の良い環境を提供していく。横浜市との信頼関係を築きあげていくと

ともに、周辺地域の市民団体などと連携を図り、地域住民のためとなる八景島

の運営を行う。平成 25 年度は｢第 13 回あじさい祭｣として、主催イベントを行

い、東日本大震災復興支援とし、義援金を募り日本赤十字社に寄付した。今後

も時代を捉え、更なる集客に繋がるようイベントを立案すると共に、関係会社

と協働して事業に取り組む。 

 
















